
第1様式(1/3)

2023年度

時 期 2年C巡 単元 実習 教科名

定期点検作業要領書

グローブ

ゴーグル 橋本 ●■

個人工具 馬場 ●■

１.乗用車 ２4ヶ月点検の正しい点検方法および、お客さまに配慮した作業方法を習得する。

    １）指定時間内（90分以内）に点検、調整及び部品の交換が一人でできる。

    ２）帳票類の正しい記入ができる。

２.販売会社で使用されている点検記録簿の記入方法を覚える。

1.乗用車 ２4ヶ月点検を手順通りに正しい点検が出来る。

2.及び点検記録簿の役割、使用方法を理解し、記入が出来る。

3.点検時、お客様の車両取扱いに対する注意厳守と配慮が出来る。

4.安全で正確に点検ができるようになる。

5整備結果説明の概要について理解する。

・実習履修試験での得点評価 ※本実習は技能要件項目に該当し80点以上で認定となる。

  合格基準：整備科60点以上で合格、工学科70点以上で合格  工学科70点以上で合格

　評価の種類：『優』・『良』・『可』（履修）、『未』（未履修）の4段階で評価

　評価基準：80点以上…『優』、　整備科60点以上、工学科は70点以上…『良』   

　　　　　　　　 整備科60点未満、工学科70点未満…『未』（未履修）出題試験項目

　　　　　　　   再試験・判定試験で合格した場合は得点に関係なく…『可』

＜出題試験項目＞

① 乗用車２４か月点検と２４か月点検記録簿の記入

② メンテナンスオーダーシートの記入

③ ワイパーリフィルの交換

日産テキストである定期点検作業要領書の乗用車点検項目の読み込み

法令教本の、定期点検基準について事前に内容を確認し理解しておくと理解と作業が早くなる

※●⇒実務経験がある教員

※■⇒日産資格保持者

1．指導教員の実務経験

2023年4月1日

２年点検

授業計画一級自動車工学科・自動車整備科

科 目 自動車検査作業
教科書等

持参品

発行日

総時限 26時限
教科担

当

自動車販売会社で点検整備（乗用車２４か月点検等）分解整備、お客様対応の実務経験が自動車整備士としてある教

員により点検、分解整備作業、点検整備記録簿記入、お客様応対について指導する。

1年次に使用した1年点検の実習ノートを読み返しておく事

５．準備学習

４．学習評価（期末試験での主な試験項目）

３．授業の到達目標（何を理解し何が出来るようになるのか）

２．教科の目的（この学科の狙い、目的を明確に記入）



時 期 単元 教科名

６．教科書、資料、備品類

時限 資料、備品類 数量

1 ＰＰＴを使用して授業導入（ＨＲ） E12（ノート） 10台

　・記録簿、実習ノート配布、授業の予定、概要及び点検項目の確認 インパクトレンチ＆ソケットセット 10

トルクレンチ（プリセット型） 10

２ｰ5 12か月点検の復習 トルクレンチ（プリセット型）ハブ用2

・各班ごとに１２検動画（クラスルーム配信）をみて復習 トルクレンチ（プレート型） 10

プラグレンチ 10

6ｰ9 点検手順動画（前撮り）の配信　/　リアルタイム動画配信 ディプスゲージ 10

・各班ごとに車両での確認、作業 スケール（30cm） 10

ばね秤 10

10ｰ12 記録簿なしにて各班ごとに練習 踏力計 1

タイミングライト 10

13ｰ24 【点検】記録簿、課題部品の交換作業説明 タイヤエアゲージ 10

【応対】整備結果説明（記録簿説明、質問課題）についての説明 サウンドスコープ（INJ作動音確認）10

各班ごとに点検、応対課題の反復練習 交換用リフィール（FR） 20

交換用リフィール（FL） 10

25・26 実技試験 フェンダーカバー＆シートカバー 10

パーツ・キャディ 20

プラスセーム １０

点検整備記録簿 学生数

ＭＯＳ 学生数

赤鉛筆 １０

マスキングテープ １０

ハブキャッププライヤ １０

ドリフト（特殊工具） １０

＜補修用治工具＞

ダイス（ハブボルト用） 1

エアガン 1

冷却水用ジョッキ 1

＜消耗品＞

ホイールナット

ホイールボルト

スピンドル

ＲＲハブロックナット

ＲＲハブキャップ

タブレット １０

 ５．授業概要（時限ごとの主な授業内容）

主な授業内容

一級自動車工学科・自動車整備科 2023年度 授業計画

2年C巡 実習 ２年点検


